
　

■
日
向
建
設

日
向
建
設　
　

鎌
倉
市
大
船
１
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鎌
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市
大
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―
1515
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３
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３
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一
般
的
な
断
熱
材
は
グ
ラ
ス

　

一
般
的
な
断
熱
材
は
グ
ラ
ス

ウ
ー
ル
と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル
ガ

ウ
ー
ル
と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル
ガ

ラ
ス
を
加
工
し
た
繊
維
が
使
わ

ラ
ス
を
加
工
し
た
繊
維
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
セ
ル
ロ
ー
ス

れ
て
い
ま
す
が
、
セ
ル
ロ
ー
ス

フ
ァ
イ
バ
ー
は
家
の
性
能
を
著

フ
ァ
イ
バ
ー
は
家
の
性
能
を
著

し
く
高
く
す
る
断
熱
材
で
、
１

し
く
高
く
す
る
断
熱
材
で
、
１

０
０
％
古
紙
が
使
わ
れ
て
い
ま

０
０
％
古
紙
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
す
。

　

特
徴
１　

防
火
性
で
す
。
木

　

特
徴
１　

防
火
性
で
す
。
木

造
住
宅
で
あ
り
な
が
ら
火
災
保

造
住
宅
で
あ
り
な
が
ら
火
災
保

険
の
適
用
は
耐
火
建
築
物
と
な

険
の
適
用
は
耐
火
建
築
物
と
な

り
、
そ
の
料
率
が
適
用
さ
れ

り
、
そ
の
料
率
が
適
用
さ
れ

る
位
防
火
性
に
優
れ
て
い
ま

る
位
防
火
性
に
優
れ
て
い
ま

す
。
古
紙
で
あ
り
な
が
ら
直
接

す
。
古
紙
で
あ
り
な
が
ら
直
接

〝
火
〞
を
近
づ
け
て
も
燃
え
る

〝
火
〞
を
近
づ
け
て
も
燃
え
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
徴
２　

防
虫

　

特
徴
２　

防
虫
･
防
カ
ビ
性

防
カ
ビ
性

で
す
。
防
火
用
に
添
加
さ
れ
る

で
す
。
防
火
用
に
添
加
さ
れ
る

ホ
ウ
酸
の
持
つ
殺
菌
力
は
目
の

ホ
ウ
酸
の
持
つ
殺
菌
力
は
目
の

洗
浄
に
使
わ
れ
る
ほ
ど
安
全
で

洗
浄
に
使
わ
れ
る
ほ
ど
安
全
で

す
が
カ
ビ
や
防
腐
菌

す
が
カ
ビ
や
防
腐
菌
･
ダ
ニ
ダ
ニ
･

ゴ
キ
ブ
リ

ゴ
キ
ブ
リ
･
ネ
ズ
ミ
を
防
ぎ
ま

ネ
ズ
ミ
を
防
ぎ
ま

す
。
す
。

　

特
徴
３　

調
湿
性
で
す
。
過

　

特
徴
３　

調
湿
性
で
す
。
過

剰
な
湿
気
を
吸
い
取
り
、
木
材

剰
な
湿
気
を
吸
い
取
り
、
木
材

の
シ
ケ
や
腐
り
を
防
ぎ
ま
す
。

の
シ
ケ
や
腐
り
を
防
ぎ
ま
す
。

ガ
ラ
ス
繊
維
は
湿
気
を
吸
い
取

ガ
ラ
ス
繊
維
は
湿
気
を
吸
い
取

る
と
水
滴
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

る
と
水
滴
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
セ
ル
ロ
ー
ス
は
湿
度

す
が
、
セ
ル
ロ
ー
ス
は
湿
度
8080

％
位
に
な
っ
て
も
水
滴
に
な
り

％
位
に
な
っ
て
も
水
滴
に
な
り

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

　

特
徴
４　

防
音
性
で
す
。
古

　

特
徴
４　

防
音
性
で
す
。
古

紙
の
元
は
木
材
で
、
優
れ
た
吸

紙
の
元
は
木
材
で
、
優
れ
た
吸

音
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
セ
ル

音
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
セ
ル

ロ
ー
ス
繊
維
自
体
の
多
孔
性
と

ロ
ー
ス
繊
維
自
体
の
多
孔
性
と

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
の
３
〜
４
倍
の

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
の
３
〜
４
倍
の

高
密
度
充
填
の
お
か
げ
で
、
交

高
密
度
充
填
の
お
か
げ
で
、
交

通
騒
音
か
ら
話
し
声
ま
で
幅
広

通
騒
音
か
ら
話
し
声
ま
で
幅
広

い
騒
音
を
吸
収
し
、
そ
の
違
い

い
騒
音
を
吸
収
し
、
そ
の
違
い

は
ハ
ッ
キ
リ
わ
か
り
ま
す
。
空

は
ハ
ッ
キ
リ
わ
か
り
ま
す
。
空

港
周
辺
の
住
宅
や
音
楽
室
・
音

港
周
辺
の
住
宅
や
音
楽
室
・
音

響
関
係
の
特
殊
な
部
屋
に
も
よ

響
関
係
の
特
殊
な
部
屋
に
も
よ

く
使
わ
れ
ま
す
。

く
使
わ
れ
ま
す
。

　

火
災
に
あ
っ
て
も
発
砲
樹
脂

　

火
災
に
あ
っ
て
も
発
砲
樹
脂

系
断
熱
材
の
よ
う
に
有
毒
ガ
ス

系
断
熱
材
の
よ
う
に
有
毒
ガ
ス

や
黒
煙
を
出
し
ま
せ
ん
。

や
黒
煙
を
出
し
ま
せ
ん
。

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

終
の
棲
み
家
を
考
え
る

断
熱
材
に
つ
い
て

断
熱
材
に
つ
い
て

57

　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

務
店
主
催
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー

務
店
主
催
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー

９
回
目
。
こ
れ
ま
で
２
５
０

９
回
目
。
こ
れ
ま
で
２
５
０

人
以
上
が
受
講
、好
評
で
す
。

人
以
上
が
受
講
、好
評
で
す
。

　

４
部
構
成
で
、
１
月
〜
４

　

４
部
構
成
で
、
１
月
〜
４

月
ま
で
の
第
３
土
曜
日
、
各

月
ま
で
の
第
３
土
曜
日
、
各

々
の
専
門
家
が
土
地
の
選
び

々
の
専
門
家
が
土
地
の
選
び

方
や
探
し
方
、
家
づ
く
り
の

方
や
探
し
方
、
家
づ
く
り
の

基
本
、
伝
統
構
法
、
マ
イ
ホ

基
本
、
伝
統
構
法
、
マ
イ
ホ

ー
ム
実
現
計
画
、
税
対
策
を

ー
ム
実
現
計
画
、
税
対
策
を

ア
ド
バ
イ
ス
。
ほ
ん
の
少
し

ア
ド
バ
イ
ス
。
ほ
ん
の
少
し

知
識
を
増
や
す
だ
け
で
暮
ら

知
識
を
増
や
す
だ
け
で
暮
ら

し
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

し
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

１
月

　

１
月
1919
日
の
第
１
部
で

日
の
第
１
部
で

は
、戸
井
田
工
務
店
代
表
取

は
、戸
井
田
工
務
店
代
表
取

締
役
戸
井
田
晃
英
さ
ん
と
Ｃ

締
役
戸
井
田
晃
英
さ
ん
と
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
―
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
代
表

Ｏ
Ｃ
Ｏ
―
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
代
表

取
締
役
西
本
学
央
さ
ん
が
お

取
締
役
西
本
学
央
さ
ん
が
お

話
し
ま
す
。
鎌
倉
に
住
み
た

話
し
ま
す
。
鎌
倉
に
住
み
た

い
、
風
土
や
気
候
に
合
っ
た

い
、
風
土
や
気
候
に
合
っ
た

暮
ら
し
を
し
た
い
、
家
づ
く

暮
ら
し
を
し
た
い
、
家
づ
く

り
を
何
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い

り
を
何
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
人
、
今
あ
る

か
わ
か
ら
な
い
人
、
今
あ
る

土
地
の
有
効
活
用
を
考
え
た

土
地
の
有
効
活
用
を
考
え
た

い
人
な
ど
に
お
勧
め
で
す
。

い
人
な
ど
に
お
勧
め
で
す
。

　

１
月

　

１
月
1919
日
（
土
）午
前

日
（
土
）午
前
1010

時
、
戸
井
田
工
務
店（
大

時
、
戸
井
田
工
務
店（
大

町
）。参
加
無
料
、要
事
前
申

町
）。参
加
無
料
、要
事
前
申

込（
先
着

込（
先
着
1515
人
）。申
込
・
問
合

人
）。申
込
・
問
合

せ
戸
井
田
工
務
店　

鎌
倉
市

せ
戸
井
田
工
務
店　

鎌
倉
市

大
町
５
―
５
―
９
☎
０
４
６

大
町
５
―
５
―
９
☎
０
４
６

７
・
７
・
2424
・
７
７
７
７
、

・
７
７
７
７
、info@

info@

kam
akura-standard.com

kam
akura-standard.com

鎌
倉
で「
木
」と
暮
ら
す

鎌
倉
で「
木
」と
暮
ら
す

快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る

快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る

 

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ

連続セミナー連続セミナー
第９回第９回〔 〕

　

今
年
が
源
実
朝
の
没
後
８

　

今
年
が
源
実
朝
の
没
後
８

０
０
年
に
あ
た
る
の
を
記
念

０
０
年
に
あ
た
る
の
を
記
念

し
て
、
命
日
の
１
月

し
て
、
命
日
の
１
月
2727
日
を
日
を

含
む
１
月
４
日
〜
２
月
３
日

含
む
１
月
４
日
〜
２
月
３
日

ま
で
、
そ
の
終
焉
の
地
・
鶴

ま
で
、
そ
の
終
焉
の
地
・
鶴

岡
八
幡
宮
境
内
の
鎌
倉
国
宝

岡
八
幡
宮
境
内
の
鎌
倉
国
宝

館
で
「
源
実
朝
と
そ
の
時

館
で
「
源
実
朝
と
そ
の
時

代
」
と
題
し
た
特
別
展
が
行

代
」
と
題
し
た
特
別
展
が
行

わ
れ
る
。

わ
れ
る
。

　

源
実
朝
（
１
１
９
２
―
１

　

源
実
朝
（
１
１
９
２
―
１

２
１
９
）
は
、
鎌
倉
幕
府
三

２
１
９
）
は
、
鎌
倉
幕
府
三

代
将
軍
で
、
歌
人
と
し
て
も

代
将
軍
で
、
歌
人
と
し
て
も

名
高
い
。
肖
像
作
品
を
は
じ

名
高
い
。
肖
像
作
品
を
は
じ

め
と
し
て
そ
の
信
仰
や
芸

め
と
し
て
そ
の
信
仰
や
芸

術
、
父
頼
朝
や
母
政
子
に
関

術
、
父
頼
朝
や
母
政
子
に
関

わ
る
資
料
な
ど
で
、
実
朝
と

わ
る
資
料
な
ど
で
、
実
朝
と

そ
の
時
代
を
考
察
す
る
。

そ
の
時
代
を
考
察
す
る
。

　

古
神
宝
「
籬
菊
螺
鈿
蒔
絵

　

古
神
宝
「
籬
菊
螺
鈿
蒔
絵

硯
箱
」（
国
宝
）・「
美
談
武

硯
箱
」（
国
宝
）・「
美
談
武

者
八
景
―
鶴
岡
の
暮
雪
」
以

者
八
景
―
鶴
岡
の
暮
雪
」
以

上
鶴
岡
八

上
鶴
岡
八

幡
宮
蔵
、

幡
宮
蔵
、

聖
徳
太
子

聖
徳
太
子

立
像
（
重

立
像
（
重

文
）
天
洲

文
）
天
洲

寺

蔵
、

寺

蔵
、

「
明
庵
栄

「
明
庵
栄

西
坐
像
」

西
坐
像
」

（
県
文
）

（
県
文
）

・「
喫
茶

・「
喫
茶

養
生
記
」

養
生
記
」

（
重
文
）

（
重
文
）

以
上
寿
福

以
上
寿
福

　

湘
南
エ
リ
ア
で
約
１
万
２

　

湘
南
エ
リ
ア
で
約
１
万
２

千
人
が
加
入
し
て
い
る
中
小

千
人
が
加
入
し
て
い
る
中
小

企
業
の
福
利
厚
生
を
支
援
す

企
業
の
福
利
厚
生
を
支
援
す

る
「
湘
南
勤
労
者
福
祉
サ
ー

る
「
湘
南
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」（
愛
称
・

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」（
愛
称
・

し
お
か
ぜ
湘
南
）
が
、
３
月

し
お
か
ぜ
湘
南
）
が
、
３
月

2020
日
ま
で

日
ま
で
冬
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

冬
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
る
。
新
規

を
実
施
し
て
い
る
。
新
規

加
入
の
事
業
所
に
２
カ
月
間

加
入
の
事
業
所
に
２
カ
月
間

会
費
無
料
の
特
典
と
プ
レ
ゼ

会
費
無
料
の
特
典
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
る
。

ン
ト
が
あ
る
。

　

加
入
条
件
は
、
鎌
倉
・
藤

　

加
入
条
件
は
、
鎌
倉
・
藤

沢
・
茅
ヶ
崎
市
内
に
あ
る
、

沢
・
茅
ヶ
崎
市
内
に
あ
る
、

従
業
員
３
百
人
以
下
の
中
小

従
業
員
３
百
人
以
下
の
中
小

企
業
の
事
業
主
と
従
業
員
。

企
業
の
事
業
主
と
従
業
員
。

　

一
人
月
額
５
百
円
の
掛
け

　

一
人
月
額
５
百
円
の
掛
け

金
で
慶
弔
給
付
金
、
人
間
ド

金
で
慶
弔
給
付
金
、
人
間
ド

ッ
ク
や
宿
泊
旅
行
の
補
助
、

ッ
ク
や
宿
泊
旅
行
の
補
助
、

映
画
チ
ケ
ッ
ト
や
食
事
券
等

映
画
チ
ケ
ッ
ト
や
食
事
券
等

の
斡
旋
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
割

の
斡
旋
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
割

引
券
な
ど
、
大
企
業
並
み
の

引
券
な
ど
、
大
企
業
並
み
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。

　

隔
月
に
発
行
さ
れ
る
会
報

　

隔
月
に
発
行
さ
れ
る
会
報

に
は
得
々
情
報
満
載
！　

１

に
は
得
々
情
報
満
載
！　

１

月
号
で
は
、
新
春
ボ
ウ
リ
ン

月
号
で
は
、
新
春
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
、
世
良
公
則
や
コ
ロ

グ
大
会
、
世
良
公
則
や
コ
ロ

ッ
ケ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
優
待

ッ
ケ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
優
待

券
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ

券
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ

ー
ト
や
横
浜
・
八
景
島
シ
ー

ー
ト
や
横
浜
・
八
景
島
シ
ー

パ
ラ
ダ
イ
ス

パ
ラ
ダ
イ
ス

の
入
場
割
引

の
入
場
割
引

券
、
ホ
テ
ル

券
、
ホ
テ
ル

レ
ス
ト
ラ
ン

レ
ス
ト
ラ
ン

の
ラ
ン
チ
券

の
ラ
ン
チ
券

な
ど
紹
介
。

な
ど
紹
介
。

　

会
員
さ
ん

　

会
員
さ
ん

か
ら
「
会
費

か
ら
「
会
費

以
上
の
サ
ー

以
上
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て
幸
せ
！

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て
幸
せ
！

家
族
み
ん
な
で
利
用
し
て
い

家
族
み
ん
な
で
利
用
し
て
い

ま
す
」
と
評
判
が
高
い
。

ま
す
」
と
評
判
が
高
い
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

　

同
事
務
局
☎
０
４
６
６
・

　

同
事
務
局
☎
０
４
６
６
・

5050
・
３
９
０
０

・
３
９
０
０

寺
蔵
、
実
朝
が
建
て
た
と
い

寺
蔵
、
実
朝
が
建
て
た
と
い

わ
れ
る
大
慈
寺
跡
出
土
瓦
な

わ
れ
る
大
慈
寺
跡
出
土
瓦
な

ど
約
ど
約
4040
点
を
展
示
。

点
を
展
示
。

　

午
前
午
前
９
時
〜
午
後

時
〜
午
後
４
時

半
。
半
。
観
覧
料
一
般
６
百
円
。

観
覧
料
一
般
６
百
円
。

問
い
合
わ
せ
同
国
宝
館
☎
０

問
い
合
わ
せ
同
国
宝
館
☎
０

４
６
７
・

４
６
７
・
2222
・
０
７
５
３

・
０
７
５
３

　

「『
病
気
』
に
な
ら
な
い

　

「『
病
気
』
に
な
ら
な
い

シ
ン
プ
ル
生
活
法
」
の
題

シ
ン
プ
ル
生
活
法
」
の
題

で
、
昨
年

で
、
昨
年
1212
月
1414
日
鎌
倉
市

日
鎌
倉
市

内
で
健
康
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か

内
で
健
康
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か

れ
た
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。
主
催
は
鎌
倉

。
主
催
は
鎌
倉

を
中
心
に
カ
ー
ラ
イ
フ
を
サ

を
中
心
に
カ
ー
ラ
イ
フ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
マ
ツ
ヤ
」

ポ
ー
ト
す
る
「
マ
ツ
ヤ
」

で
、
以
前
よ
り
取
り
組
ん
で

で
、
以
前
よ
り
取
り
組
ん
で

い
る
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の

い
る
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の

一
環
。

一
環
。

　

講
師
は
子
ど
も
の
ア
ト
ピ

　

講
師
は
子
ど
も
の
ア
ト
ピ

ー
を
「
水
」
を
変
え
る
こ
と

ー
を
「
水
」
を
変
え
る
こ
と

で
改
善
し
た
松
本
修
さ
ん
。

で
改
善
し
た
松
本
修
さ
ん
。

体
験
を
元
に
全
国
で
健
康
法

体
験
を
元
に
全
国
で
健
康
法

の
セ
ミ
ナ
ー
を
二
十
六
、
七

の
セ
ミ
ナ
ー
を
二
十
六
、
七

年
続
け
、
健
康
な
生
活
を
お

年
続
け
、
健
康
な
生
活
を
お

く
る
た
め
に
水
は
大
切
な
要

く
る
た
め
に
水
は
大
切
な
要

素
で
、一
日
２
㍑
の「
生
水
」

素
で
、一
日
２
㍑
の「
生
水
」

を
飲
む
こ
と
を
勧
め
る
。

を
飲
む
こ
と
を
勧
め
る
。

　
「
生
水
」と
は
沸
か
し
て
い

　
「
生
水
」と
は
沸
か
し
て
い

な
い
水
。
水
道
水
は
塩
素
消

な
い
水
。
水
道
水
は
塩
素
消

毒
し
て
い
る
の
と
水
道
管
の

毒
し
て
い
る
の
と
水
道
管
の

経
年
劣
化
に
よ
る
危
険
性
が

経
年
劣
化
に
よ
る
危
険
性
が

あ
る
た
め
、
生
水
を
飲
む
な

あ
る
た
め
、
生
水
を
飲
む
な

ら
浄
水
器
を
取
り
付
け
て
塩

ら
浄
水
器
を
取
り
付
け
て
塩

素
や
さ
び
、
有
害
物
質
な
ど

素
や
さ
び
、
有
害
物
質
な
ど

を
除
去
す
る
必
要
が
あ
る
。

を
除
去
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

塩
素
は
肌
か
ら
も
吸
収
さ

　

塩
素
は
肌
か
ら
も
吸
収
さ

れ
る
実
験
も
あ
り
、
飲
み
水

れ
る
実
験
も
あ
り
、
飲
み
水

だ
け
で
な
く
、
風
呂
や
ト
イ

だ
け
で
な
く
、
風
呂
や
ト
イ

レ
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
な
ど

レ
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
な
ど

家
庭
で
使
用
す
る
す
べ
て
の

家
庭
で
使
用
す
る
す
べ
て
の

水
を
浄
水
器
の
水
に
す
る

水
を
浄
水
器
の
水
に
す
る

と
、
肌
荒
れ
が
な
く
な
り
、

と
、
肌
荒
れ
が
な
く
な
り
、

髪
の
毛
も
サ
ラ
サ
ラ
に
な
っ

髪
の
毛
も
サ
ラ
サ
ラ
に
な
っ

た
と
い
う
実
例
を
示
し
た
。

た
と
い
う
実
例
を
示
し
た
。

　

浄
水
器
に
酸
素
を
プ
ラ
ス

　

浄
水
器
に
酸
素
を
プ
ラ
ス

す
る
活
水
器
の
機
能
を
合
わ

す
る
活
水
器
の
機
能
を
合
わ

せ
た
浄
活
水
器
が
「
水
道
元

せ
た
浄
活
水
器
が
「
水
道
元

付
タ
イ
プ
」
で
開
発
さ
れ
て

付
タ
イ
プ
」
で
開
発
さ
れ
て

い
て
、
ミ
ネ
ラ
ル
酸
素
水
が

い
て
、
ミ
ネ
ラ
ル
酸
素
水
が

使
い
放
題
。
残
留
塩
素
や
有

使
い
放
題
。
残
留
塩
素
や
有

害
物
質
を
含
ま
な
い
水
な
の

害
物
質
を
含
ま
な
い
水
な
の

で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
粉
ミ
ル
ク

で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
粉
ミ
ル
ク

に
も
安
心
。
ア
ト
ピ
ー
、
生

に
も
安
心
。
ア
ト
ピ
ー
、
生

活
習
慣
病
、
ガ
ン
な
ど
の
予

活
習
慣
病
、
ガ
ン
な
ど
の
予

防
に
な
る
と
い
う
。

防
に
な
る
と
い
う
。

　

参
加
し
た

　

参
加
し
た
2020
代
の
女
性
は

代
の
女
性
は

「
子
育
て
の
上
で
と
て
も
参

「
子
育
て
の
上
で
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い

考
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い

た
。
次
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
１

た
。
次
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
１

月
2626
日
。
申
し
込
み
、
問
い

日
。
申
し
込
み
、
問
い

合
わ
せ
は
「
マ
ツ
ヤ
」

合
わ
せ
は
「
マ
ツ
ヤ
」

０

１
２
０
・

１
２
０
・
3333
・
８
５
３
７

・
８
５
３
７

　

２
０
１
９
年
新
春
ギ
ャ
ラ

　

２
０
１
９
年
新
春
ギ
ャ
ラ

リ
ー
展
が
１
月

リ
ー
展
が
１
月
1515
日
か
ら

日
か
ら
2121

日
ま
で
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流

日
ま
で
鎌
倉
歴
史
文
化
交
流

館
（
扇
ガ
谷
１
丁
目
）
で
開

館
（
扇
ガ
谷
１
丁
目
）
で
開

か
れ
る
。

か
れ
る
。

　

鎌
倉
市
文
化
協
会
が
鎌
倉

　

鎌
倉
市
文
化
協
会
が
鎌
倉

市
と
共
催
で
行
う
展
示
会
。

市
と
共
催
で
行
う
展
示
会
。

鎌
倉
彫
協
議
会
・
鎌
倉
書
道

鎌
倉
彫
協
議
会
・
鎌
倉
書
道

協
会
・
鎌
倉
写
真
連
盟
・
鎌

協
会
・
鎌
倉
写
真
連
盟
・
鎌

倉
美
術
連
盟
・
鎌
倉
華
道
連

倉
美
術
連
盟
・
鎌
倉
華
道
連

盟
の
展
示
と
、
音
楽
・
舞
踊

盟
の
展
示
と
、
音
楽
・
舞
踊

・
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
の
団
体
に

・
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
の
団
体
に

よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ

よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ

る
。
所
属
団
体
の
活
動
を
紹

る
。
所
属
団
体
の
活
動
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
。

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
。

　

同
協
会
で
は
、「
平
成
を

　

同
協
会
で
は
、「
平
成
を

締
め
括
り
、
東
京
五
輪
開
催

締
め
括
り
、
東
京
五
輪
開
催

の
年
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話

の
年
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

　

午
前

　

午
前
1010
時
〜
午
後
４
時

時
〜
午
後
４
時

（
初
日
正
午
〜
、
最
終
日
３

（
初
日
正
午
〜
、
最
終
日
３

時
半
ま
で
）
、
日
曜
・
祝
日

時
半
ま
で
）
、
日
曜
・
祝
日

休
館
。
観
覧
料
一
般
３
百

休
館
。
観
覧
料
一
般
３
百

円
、
小
・
中
学
生
百
円
。
問

円
、
小
・
中
学
生
百
円
。
問

い
合
わ
せ
同
交
流
館
☎
０
４

い
合
わ
せ
同
交
流
館
☎
０
４

６
７
・

６
７
・
7373
・
８
５
０
１

・
８
５
０
１

源
実
朝
坐
像

源
実
朝
坐
像
（
甲
府
市
指
定
文
化
財
）
善
光
寺
蔵

（
甲
府
市
指
定
文
化
財
）
善
光
寺
蔵

い
ま
が
加
入
の
チ
ャ
ン
ス
！

い
ま
が
加
入
の
チ
ャ
ン
ス
！

新
規
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

新
規
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

充
実
し
た
福
利
厚
生「
し
お
か
ぜ
湘
南
」

充
実
し
た
福
利
厚
生「
し
お
か
ぜ
湘
南
」

鎌
倉
国
宝
館
で
特
別
展

鎌
倉
国
宝
館
で
特
別
展

浄
活
水
器
で
肌
荒
れ
も
改
善

浄
活
水
器
で
肌
荒
れ
も
改
善

源
実
朝
没
後
８
０
０
年
記
念

源
実
朝
没
後
８
０
０
年
記
念

鎌倉文化協会の鎌倉文化協会の
新春ギャラリー展新春ギャラリー展
15日から鎌倉歴史文化交流館15日から鎌倉歴史文化交流館

水
の
安
心
・
安
全
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

水
の
安
心
・
安
全
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１９年（平成３１年）１月１日 第478号 1部　108円 （８）


